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研究成果の概要（和文）： 

マクロ経済学では、依然として経済主体が同質であることを前提とする代表的家計モデルが中

心的な役割を果たしている。本研究は、経済主体の異質性を明示的に考慮したマクロ動学分析

を行い、同質な経済主体を前提にした従来の標準的理論がどのように修正されるかを検討した。

特に、（１）世代重複モデルにおける世代間の消費の外部効果が生み出す影響、（２）無限視野

を持つ家計に資産保有の異質性があるような成長モデルにおいて、消費の外部性が長期的な資

産分配に及ぼす効果、（３）家計間の時間選好率や選好が異なる成長経済における財政・金融政

策の効果、（４）２国間が非対称な場合の２国動学モデルのふるまい、を中心に検討を行った。

いずれの場合も、家計の同質性を前提とする標準的な理論では見られない分析結果が得られ、

代表的個人の仮定が、分析を簡明にする反面、現実の経済で生じている重要な現象のいくつか

を捉え損ねる可能性が高いことを確認した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The representative agent model still plays a dominant role in macroeconomic analysis. In 

this research project we explorers various models of macroeconomic dynamics in which 

there are heterogeneous households. More specifically, we have studies the following 

issues: (1) the role of intergenerational consumption externalities in overlapping 

generations economies; (2) the effects of consumption externalities on long-run wealth 

distribution in an economy in which households may hold different levels wealth; (3) the 

effects of fiscal and monetary policies in growing economies with heterogeneous 

households; and (4) behaviors of two-country dynamic model where each country may have 

heterogeneous preferences and/or technologies. In each topic, we have confirmed that 

heterogeneity of agents may produces significant outcomes that cannot be obtained in the 

representative agent settings. 
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１． 研究開始当初の背景 

2005-2009 年度に科学研究補助金（基盤研究
（ｃ））の援助を得て行った研究では、既存
研究の方法に従い代表的家計モデルを用い
て消費の外部性の効果を分析したが、家計が
同質であるという仮定が強い制約になるこ
とを確認した。2008-2010 年度の研究では、
家計の同質性を仮定しないモデルを用いて、
より一般的な設定の下で、マクロ動学分析の
課題を再検討することを目指した。 

 

２．研究の目的 

異質な家計の存在を前提としたマクロ動学
モデルを用いて、経済成長のパターンと経済
政策の効果を検討すること。 

 

３．研究の方法 

異質な家計が存在する外生的、あるいは内生
的成長モデルを用いて、消費の外部性の効果
と財政・金融政策の効果を再検討し、代表的
家計モデルの結果と比較をした。また同じフ
レームワークを国際経済モデルに適用し、標
準的な既存理論の結果を再検討した。 

 
４．研究成果 
(1) 世代間に消費の外部性が存在する世代
重複経済モデルの動学的性質を分析し、家計
が同質な代表的家計に消費の外部性を導入
した場合とは大きく異なる結果が生じ得る
ことを確認した。 
 
(2) 消費の外部効果に差がある異質な家計
が存在する新古典派成長モデルを分析し、外
部性の程度の差が、家計間の長期的な資産配
分に大きく影響することを示した。 
 
(3) 資産保有に差がある異質な家計が存在
する貨幣的成長モデルを構築し、財政・金融
政策が成長と資産分配に及ぼす効果を検討
した。その結果、家計の同質性を仮定する場
合とは異なる政策効果があることを示した。 
 
(4) 資産保有に差がある異質な家計が存在
する新古典派成長モデルに累進課税を導入
し、課税の累進制の程度が長期的な家計間の
資産分配とモデルの安定性（均衡の決定性）
に与える効果を分析した。その結果、課税の
パターンによっては、均衡の不決定性が生じ
得ることを確認した。 
 
(5) 技術水準に差がある２国成長モデルを
分析し、２国間の異質性が世界経済の成長と
動学的性質に与える効果を詳細に調べた。ま
た貿易構造の差と資本移動の有無が均衡の
決定性に及ぼす効果の大きさを確認した。 
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